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第第第第１１１１    はじめにはじめにはじめにはじめに    

政策討論会議会制度検討委員会（以下「議会制度検討委員会」という。）では、

平成23年12月８日の政策討論会全体会で割り振られた10の討論テーマのうち、

「議員活動と議員定数等との関連性及びそれらのあり方」について、前期議会

からの申し送り事項を踏まえながら、問題分析のための具体的テーマを設定し、

また市民目線での率直な意見や議会・議員活動等に対する批判的意見も含め忌

憚のない意見を頂くため、公募による２名の市民委員を選任し、共に政策研究

に取り組んできた。今般の中間総括においては、第１に、議会制度検討委員会

における具体的な調査研究テーマについて示すとともに、第２に、テーマ別の

検討経過、第３に、次期委員会へ申し送るべき今後の調査研究事項について示

し、当分科会の中間総括とするものである。 

    

第第第第２２２２    議会制度検討委員会議会制度検討委員会議会制度検討委員会議会制度検討委員会のののの具体的具体的具体的具体的テーマテーマテーマテーマ設定設定設定設定    

⑴    前前前前期期期期議会議会議会議会制度検討委員会制度検討委員会制度検討委員会制度検討委員会からのからのからのからの申申申申しししし送送送送りりりり事項事項事項事項    

平成 27 年８月 11 日に開催された各派代表者会議において、前期議会制度

検討委員会からの申し送り事項について確認がされた。 

前期議会制度検討委員会からは、「地方分権の進展により、人口減少、少子

高齢化問題などをはじめ地域にある多種多様な問題への対応を求められる中に

あって、当市議会は今後も不断の議会改革に取り組み、さらにはこれらを踏ま

えた政策づくりを推進することにより、時代の要請に応え、市民福祉の向上に

寄与しうる成果を継続的に市民の皆様に届けていく必要がある。 

そのためには、議会活動や議員活動のあり方、市民との情報共有のあり方、

さらには、議会活動や議員活動を支える議員定数・議員報酬のあり方などにつ

いて、引き続き議会として検討していくことを念頭に、次の事項について、市

民の皆様とも情報共有を図りながら、さらなる議論を深めていく必要がある。」

との申し送りがあり、具体的には以下の５点について示されたところである。 

【前期議会制度検討委員会からの申し送り事項】 

１  議会活動の計画的推進のあり方 

２  市民参加機能の充実 

３  議会活動や議員活動の見える化の推進 

４   議会（議員）評価のあり方の検討 

５  議員定数・議員報酬のあり方の検討 
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⑵    問題分析問題分析問題分析問題分析のためののためののためののための具体具体具体具体的的的的テーマテーマテーマテーマのののの設定設定設定設定 

議会制度検討委員会では、申し送り事項を踏まえつつ、割り振られた討論

テーマである「議員活動と議員定数等との関連性及びそれらのあり方」につい

て問題分析をするための具体的テーマの協議検討を行った。 

協議検討の結果としては、当市議会が二元代表制の一翼として、市民の負

託にこたえ、市民福祉の向上、公正で民主的な市政への発展に寄与するために、

さまざまな視点から議会活動のさらなる見える化を進め、市民の議会への理解

を促すとともに、市民とのコミュニケーションを促進することにより、市民と

ともに歩み「課題解決」を図る議会を実現していくこと、また市民の負託にこ

たえ得る適切な議員定数や議員報酬のあり方について模索していくこと、これ

ら２点を優先して検討していくことが重要であるとの共通認識が図られ、問題

分析のための具体的テーマとして、以下のとおり設定したところである。 

 

 

 

 

 

 

第第第第３３３３    専門的知見専門的知見専門的知見専門的知見のののの活用活用活用活用    

議会制度検討委員会では、具体的検討を始めるきっかけとして、議会が市民

福祉の向上に寄与することが求められる中で、二元代表制の役割を踏まえ、機

関として機能することの意義・必要性、議会基本条例の理念を具現化しうる取

り組みを着実に推進していく上で押さえるべき要点、議員報酬や議員定数のあ

り方を検討する際に留意すべき点などについて理論的かつ具体的な考え方を学

ぶため、以下のとおり政策研究セミナーを開催したところである。 

ア）政策研究セミナー 

   テーマ：市民の負託に応え得る議会活動のあり方 

   講 師：山梨学院大学 法学部 江藤 俊昭 教授  

   開催日：平成28年３月24日（木）午前９時30分～正午 

  【概 要】 

・ 議会には、地方自治法第96条に基づき、驚くべき権限を与えている。 

     条例、予算、決算、主要な計画、執行権限などを議決しなければなら

 【具体的テーマ】 

① 議会活動及び議員活動の見える化の推進 

② あるべき議会活動や議員活動を進める上での重要な条件整備で

ある議員定数及び議員報酬のあり方 
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ない。改めて、議員として議決責任を自覚すべき。 

      ・ 議会は、住民に開かれ住民参加を促進し、首長とも切磋琢磨し、議会

の存在意義である議員同士の討議と議決を重視することが重要である。 

    これを整理したのが議会基本条例である。 

   ・ 議会は、議会と住民の間で正の連鎖（可能性）を起こすような不断の

取り組みを行うことが重要である。正の連鎖とは、議会としては、議

決責任を自覚し、新たな課題の解決に果敢に挑戦するために、新たな

議会を創り出す。また、そのための条件（議員定数・報酬等）を整備

する必要を住民とともに議論する。住民としては、議会の見える化の

推進、住民との意見交換など住民と歩む議会の姿勢によって、住民の

福祉向上のために活動する議会・議員を知る。問題もあるが、議会が

住民に寄り添おうということを実感する。この連鎖が重要である。 

   ・ 議員定数及び議員報酬を議論する際に重要な視点としては、新しい議

会運営、議会力アップの視点は不可欠であり、また住民自治を充実さ

せるための条件として議論することが重要である。 

    

第第第第４４４４----１１１１    テーマテーマテーマテーマ別検討経過別検討経過別検討経過別検討経過    

第第第第１１１１テーマテーマテーマテーマ：：：：議会活動及議会活動及議会活動及議会活動及びびびび議員活動議員活動議員活動議員活動のののの見見見見えるえるえるえる化化化化のののの推進推進推進推進  

⑴ 調査研究調査研究調査研究調査研究のののの経過経過経過経過    

        本テーマについては、議会への市民の理解や参加を促進していくために

は、市民が求める情報、共有すべき情報とはどのようなものか絶えず検討

し、市民にわかりやすく説明するなど議会活動のさらなる見える化に努め

る必要があるとの申し送り事項を踏まえ、調査研究のテーマに設定し議論

を開始した。 

         

⑵ 委員間討議委員間討議委員間討議委員間討議によるによるによるによる意見意見意見意見のののの集約集約集約集約    

        ①①①①    議会活動議会活動議会活動議会活動のののの見見見見えるえるえるえる化化化化をををを進進進進めるためのめるためのめるためのめるための考考考考ええええ方方方方    

「議会活動の見える化」の捉え方については、これまでも議会活動を映像

配信等により可視化する外面的な見える化と、議会活動のあり方を明らかに

し、双方向的なコミュニケーション、例えば市民との意見交換会などを通し

て、議会活動への市民の理解を促進する内面的な見える化の必要性を確認し

てきた。その上で、外面的な見える化の必要性を認識しつつも、その前提と



4 

 

して、議会活動の活性化等により、市民福祉の向上に寄与しうる成果を市民

に絶えず届けていくことを通して、市民の議会への興味、関心や期待感など

を醸成していく（内面的な見える化を図る）ことがより重要であるとの認識

に至ったところである。 

このような認識のもと、改めて議会活動の見える化を進めるために必要な

考え方を委員間討議により整理し、以下のとおりまとめたところである。 

  

【議会活動の見える化を進めるための考え方】 

ⅰ 市民にとって議会が身近でわかりやすい存在になる（信頼関係の構築） 

  →議員個々の活動を通した市民とのコミュニケーション 

  →議会活動を通した市民とのコミュニケーション（意見交換会等） 

ⅱ 議員個々の活動を前提に二元代表制の一翼としての役割を果たす 

→行政の監視など機関としての権能を発揮し、対峙する（善政競争） 

※そのためには環境づくりも必要；議会改革 

ⅲ 議会活動を市民の暮らしの改善につなげる（成果、市民福祉の向上） 

  →湊地区水資源問題、政策討論会の活動、請願・陳情への対応 

    

②②②②    議会活動議会活動議会活動議会活動のののの見見見見えるえるえるえる化化化化をををを進進進進めるためのめるためのめるためのめるための手法手法手法手法    

            議会制度検討委員会では、議会活動の見える化を進めるために必要な考

え方を整理し、これらを地道に繰り返し、不断の努力を続けることが、結

果して議会活動の見える化につながることを確認したところである。 

 なお、市民との情報共有を図るための手法の１つとして「見て 知って 参

加するための手引書（議会白書）」の作成・活用が有効であるとの認識に

至ったことから、発行に向けた具体的協議を行い、以下のとおり発行した。 

                

                                                                            

   

 

 

    

    

    

【発行概要】 

○発行日  平成28年９月 

○ページ数 28ページ（４色カラー） 

○発行部数 53,000部 

○配布箇所 市内全世帯、公民館、コミ

ュニティセンター、小学校23校、中学校

13校、高等学校９校、記者クラブ、その

他関係機関 

○発行経費 1,439,013円（税込） 

○単価   27.15円/1冊 
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第第第第４４４４----２２２２    テーマテーマテーマテーマ別検討経過別検討経過別検討経過別検討経過    

第第第第２２２２テーマテーマテーマテーマ：：：：あるべきあるべきあるべきあるべき議会活動議会活動議会活動議会活動やややや議員活動議員活動議員活動議員活動をををを進進進進めるめるめるめる上上上上でのでのでのでの重要重要重要重要なななな条件整備条件整備条件整備条件整備でででで

あるあるあるある議員定数及議員定数及議員定数及議員定数及びびびび議員報酬議員報酬議員報酬議員報酬のありのありのありのあり方方方方                

～～～～議員定数議員定数議員定数議員定数ののののありありありあり方方方方のののの検討検討検討検討～～～～    

⑴ 調査研究調査研究調査研究調査研究のののの経過経過経過経過    

    ①①①①    調査研究調査研究調査研究調査研究のののの進進進進めめめめ方方方方    

        本テーマについては、市民の負託にこたえ得る適切な議員定数や議員報

酬のあり方について模索していくことが必要であるとの申し送り事項を踏

まえ、調査研究のテーマに設定し議論を開始した。 

なお問題分析に当たり、議員定数と議員報酬ついては、それぞれ議論を

分けて調査研究することを前提とし、また平成28年度中に「特別職報酬等

審議会」が開催されていることを踏まえ、議論・検討の優先順序として、

議員定数のあり方から調査研究を開始したところである。 

    

②②②②    前期議会制度検討委員会前期議会制度検討委員会前期議会制度検討委員会前期議会制度検討委員会のののの議論議論議論議論のののの振振振振りりりり返返返返りりりり    

議会制度検討委員会では、議員定数を考える上で、まずは前期議会制度検

討委員会（Ｈ23～Ｈ27）の議論の経過を踏まえることが重要であると考え、

まとめられた最終報告書を活用しながら、その振り返りを行った。 

なお、前期議会制度検討委員会における議員定数についての主要な論点及

び集約が図られた考え方は以下のとおりである。（抜粋１及び２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

    

○議員定数に係るまとめ（平成27年 6月25日最終報告書抜粋２） 

 多様な市民の代表として、議員が市民福祉の向上に寄与していくためには、現行の定

数を維持していくべきであるとの考えで、一定の集約が図られたものである。 

○議員定数を考える上での主要論点（平成27年 6月25日最終報告書 抜粋１） 

議員定数については、「目指すべき議会像を実現するための条件整備」として位置づ

けてきた・・・ （中略） 

「当市議会の志向する協働型議会における機能（民意吸収機能、監視機能、政策立案機

能）を高めるためには、議員定数がどうあるべきか」といった視点から、３つの機能別

に論点を設定し、検討したところである。 

 また、検討に当たっては、議員定数を目指すべき議会の機能を担う「議会の資源」の

一つとして捉え、・・・・（中略） 検討したところである。 
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③③③③    今期議会制度検討委員会今期議会制度検討委員会今期議会制度検討委員会今期議会制度検討委員会におけるにおけるにおけるにおける論点論点論点論点のののの設定設定設定設定    

議会制度検討委員会では、最終報告書の振り返りを行った上で、改めて議 

員定数のあり方について委員間討議を実施した。委員間討議では、以下１か 

ら４に掲げた認識を共有し、その結果、議員定数を議論する際の重要な論点、

議論の出発点として、ⅰ）執行機関の取り組みを監視するために必要な委員

会数、ⅱ）１委員会で充実した討議をするための人数、以上２点が今後の議

員定数を考える際の重要な論点になるとの合意形成が図られた。 

 

【委員間討議で共有した認識】 

  １．自治体の議員定数に法律上の基準はない。本市議会は委員会に議案が

付託され、そこで実質審議を行った上で、採決後、本会議にまわされる。

いわゆる委員会中心主義を採用している中、その中心となる委員会数や

討議人数を改めて考えることは重要である。 

  ２．前回の最終報告書では、討議人数は７、８人が妥当との意見があった

が、この根拠を改めて考えることは重要である。 

  ３．（討議人数）×（常任委員会数）+ (議長)＝（議員定数）との図式が

浮かびあがるが、現在の４常任委員会数が妥当なのか改めて考えること

は重要である。 

  ４．本市議会の委員会の事務所管等を、改めて考えることは重要である。 

 

④④④④    委員会数委員会数委員会数委員会数、、、、討議人数討議人数討議人数討議人数をををを議論議論議論議論するするするする際際際際にににに考考考考えるべきえるべきえるべきえるべき要素要素要素要素    

  議会制度検討委員会では、議員定数を議論する上で、委員会数及び委員会 

の討議人数が今後の重要な論点となる旨を確認した。 

その後、それぞれの論点において、具体的にどのような視点・要素を踏ま

えながら議論をするべきか、委員間討議を重ねた。その結果、１.委員会のあ

り方、事務所管のあり方、２.会派制との兼ね合い、３.議会・議員に対する

批判の高まり、４.選挙の投票率、５.実りある議論のあり方、活発な議論の

あり方、６.委員会への委員選出のあり方などの視点・要素を十分に踏まえな

がら検討すべきであるとの意見が出された。 

そのため、これらの意見を踏まえ、図１（Ｐ７）のとおり議論体系を整理

し、これら体系に沿って、議論を進める旨を確認したところである。 

  また、検討に当たりＰ23～Ｐ28の資料を活用し議論を進めた経過にある。 
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 【図１：議論体系図】 

 

 

⑵ 委員間討議委員間討議委員間討議委員間討議によるによるによるによる意見意見意見意見のののの集約集約集約集約    

        議会制度検討委員会では、議員定数を議論する際の議論体系（図１参照） 

を整理し、この体系に沿って委員間討議による意見の集約を行った。 

 各委員から示された具体的な意見については、Ｐ８に記述したとおりであ

り、これらの意見を集約した最終的な結論としては以下のとおりである。 

 

 

 

 

        

    

    

  なお、委員会の見直し等そのあり方については、議会運営委員会の所管事 

 項であることから、現在、議会運営委員会において具体的な委員会の見直し

（３委員会制か現状維持か）についての協議が行われている。

出発点

議議議議
員員員員
定定定定
数数数数
をををを
念念念念
頭頭頭頭
にににに
置置置置
きききき
なななな
がががが
らららら

、、、、
各各各各
要要要要
素素素素
そそそそ
れれれれ
ぞぞぞぞ
れれれれ

委委委委
員員員員
間間間間
討討討討
議議議議
をををを
実実実実
施施施施

（（（（
共共共共
通通通通
認認認認
識識識識
・・・・
合合合合
意意意意
点点点点
をををを
図図図図
るるるる

）

【議会制度でのまとめ】

必
要
な
委
員
会
数
は
？

論
点
①

②会派制との兼ね合い
（参考：04.会派届け出一覧）

③議会・議員に対する批判の高まり
④選挙の投票率
（参考：05.市議会議員選挙状況）

必
要
な
討
議
人
数
は
？

論
点
②

⑤実りある議論のあり方、活発な議論のあり方

⑥委員会への委員選出のあり方
（年代、会派、選出地区）
（参考：03.常任委員会委員選出地区名簿）

【委員から出された考えるべき要素】

①委員会のあり方
 　事務所管のあり方
（参考：01.委員会所管資料）
（参考：02.類似団体常任委員会数)
（参考：03.常任委員会委員選出地区名簿)

【委員間討議の結論】 

１．委員会の討議人数については、最低でも７～８人がベターであることを 

踏まえれば、議員定数議員定数議員定数議員定数のののの増減増減増減増減をををを考考考考えるえるえるえる際際際際にはにはにはには、、、、最終的最終的最終的最終的にににに具体的具体的具体的具体的なななな委員委員委員委員    

会会会会のののの見直見直見直見直しししし（（（（３３３３委員会制委員会制委員会制委員会制かかかか現状維持現状維持現状維持現状維持かかかか））））が重要な論点、検討議題となる。 

２．議員としての役割が果たせるような委員会制委員会制委員会制委員会制をををを考考考考えるえるえるえる必要必要必要必要があるがあるがあるがある。 
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 出
発

点

③
　

１
委

員
会

最
低

で
も

７
～

８
人

の
委

員
が

い
な

け
れ

ば
、

活
発

な
議

論
は

出
来

な
い

。

④
　

討
議

の
前

提
と

し
て

、
議

員
と

し
て

の
役

割
を

果
た

す
と

と
も

に
、

多
種

・
多

様
な

意
見

が
尊

重
さ

れ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

①
委

員
会

の
討

議
人

数
に

つ
い

て
最

低
で

も
７

～
８

人
が

ベ
タ

ー
で

あ
る

こ
と

を
踏

ま
え

れ
ば

、
議

員
定

数
の

増
減

を
考

え
る

際
に

は
、

最
終

的
に

具
体

的
な

委
員

会
の

見
直

し
（
３

委
員

会
制

か
現

状
維

持
か

）
が

重
要

な
論

点
、

検
討

議
題

と
な

る
。

②
議

員
と

し
て

の
役

割
が

果
た

せ
る

よ
う

な
委

員
会

制
を

考
え

る
必

要
が

あ
る

。

（
参

考
：

0
6
.
類

似
団

体
事

務
所

管
）

議
会

制
度

検
討

委
員

会
の

現
時

点
の

共
通

認
識

合
意

点

必 要 な 討 議 人 数 は ？

論 点 ②

○
委

員
会

で
の

討
議

人
数

に
つ

い
て

は
最

低
で

も
７

～
８

人
が

ベ
タ

ー
で

あ
る

と
考

え
る

。
よ

っ
て

、
議

員
定

数
の

削
減

を
考

え
る

際
に

最
終

的
に

は
委

員
会

の
見

直
し

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
る

。

○
所

管
事

務
に

つ
い

て
、

文
教

厚
生

委
員

会
は

確
か

に
多

い
。

他
の

議
会

で
は

産
業

経
済

委
員

会
、

建
設

委
員

会
に

つ
い

て
産

業
建

設
委

員
会

と
し

て
い

る
議

会
も

あ
る

た
め

、
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

の
で

は
と

考
え

る
。

仮
に

３
委

員
会

制
で

、
討

議
人

数
が

７
～

８
人

で
あ

れ
ば

、
定

数
削

減
等

も
踏

み
込

め
る

し
、

議
決

に
お

い
て

大
切

な
委

員
間

討
議

も
保

障
さ

れ
る

の
で

は
な

い
か

。

○
文

教
厚

生
委

員
会

委
員

と
し

て
は

、
現

状
の

事
務

所
管

が
多

い
か

ら
と

い
っ

て
特

に
問

題
が

あ
る

と
は

思
っ

て
い

な
い

。
あ

え
て

言
え

ば
、

文
教

は
、

市
民

生
活

、
教

育
、

健
康

主
に

３
つ

の
分

野
が

あ
る

が
、

互
い

に
連

携
し

て
い

る
た

め
、

仮
に

分
け

る
と

な
れ

ば
逆

に
審

議
で

き
に

く
い

ケ
ー

ス
も

あ
る

と
考

え
る

。
例

）
市

民
セ

ン
タ

ー
と

公
民

館
な

ど

○
な

お
事

務
所

管
が

多
い

こ
と

で
関

連
を

持
っ

て
審

議
で

き
る

た
め

逆
に

議
論

が
進

む
ケ

ー
ス

も
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

○
そ

の
他

の
委

員
会

で
も

真
摯

な
議

論
は

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
踏

ま
え

れ
ば

、
４

委
員

会
制

に
つ

い
て

特
に

問
題

は
な

い
と

考
え

る
。

○
現

状
の

４
委

員
会

制
に

つ
い

て
は

、
２

つ
の

委
員

会
審

査
を

交
互

に
行

っ
て

い
る

た
め

、
審

査
の

な
い

日
に

議
員

が
そ

の
気

に
な

れ
ば

、
所

属
委

員
会

以
外

の
審

査
を

傍
聴

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
る

。
仮

に
３

委
員

会
制

に
し

て
、

か
つ

同
日

開
催

と
す

れ
ば

、
他

の
委

員
会

を
傍

聴
で

き
な

く
な

る
の

で
、

監
視

機
能

は
弱

く
な

っ
て

し
ま

う
の

で
は

な
い

か
。

○
３

委
員

会
制

に
し

た
上

で
時

間
配

分
を

工
夫

す
る

な
ど

で
き

る
こ

と
も

あ
る

の
で

は
な

い
か

。

○
以

前
と

の
違

い
と

し
て

、
地

方
議

会
・
議

員
に

対
す

る
批

判
が

高
ま

っ
て

い
る

。

○
Ｈ

2
8
.1

1
月

の
意

見
交

換
会

を
終

え
て

、
 定

数
が

多
い

と
の

意
見

も
多

く
出

た
が

、
維

持
で

も
と

の
意

見
も

出
た

。
し

っ
か

り
と

議
員

と
し

て
の

仕
事

を
す

る
こ

と
を

望
む

声
が

あ
っ

た
。

○
議

員
視

点
で

見
れ

ば
3
0
人

の
定

数
は

決
し

て
多

い
と

は
思

わ
な

い
。

ま
た

意
見

交
換

会
５

班
６

人
体

制
は

理
想

的
だ

と
思

う
。

し
か

し
、

前
回

の
選

挙
の

投
票

率
を

鑑
み

れ
ば

、
定

数
が

多
い

、
削

減
を

望
む

市
民

の
声

が
あ

る
こ

と
は

確
か

で
あ

る
と

感
じ

ざ
る

を
得

な
い

。
市

民
の

意
向

を
踏

ま
え

れ
ば

、
定

数
削

減
も

検
討

す
る

べ
き

か
な

と
い

う
気

が
す

る
。

○
選

挙
の

投
票

率
が

あ
る

意
味

で
市

民
の

意
思

の
表

れ
だ

と
。

投
票

率
に

表
れ

た
あ

の
声

を
議

会
と

し
て

ど
う

対
応

す
る

か
。

○
正

式
会

派
は

３
人

以
上

と
な

っ
て

お
り

、
委

員
会

数
が

多
く
な

れ
ば

な
る

ほ
ど

、
少

数
会

派
は

委
員

会
に

委
員

を
選

出
で

き
な

く
な

り
、

表
決

に
加

わ
れ

な
く
な

る
と

前
回

発
言

し
た

。
し

か
し

こ
の

点
は

、
議

員
が

他
の

委
員

会
を

傍
聴

し
審

議
状

況
を

見
る

な
り

工
夫

す
れ

ば
事

足
り

る
。

よ
っ

て
会

派
制

と
の

兼
ね

合
い

に
つ

い
て

は
、

議
員

定
数

を
考

え
る

際
に

は
あ

く
ま

で
２

次
的

な
要

素
と

考
え

る
。

○
学

識
経

験
者

の
意

見
を

踏
ま

え
れ

ば
、

討
議

人
数

に
つ

い
て

は
最

低
で

も
７

～
８

人
い

な
け

れ
ば

議
論

は
成

り
立

た
な

い
。

○
所

属
委

員
会

以
外

の
委

員
会

の
審

査
・
傍

聴
機

会
を

確
保

す
る

こ
と

が
、

ひ
い

て
は

議
員

個
人

の
勉

強
や

実
り

あ
る

議
論

に
も

つ
な

が
る

の
で

は
な

い
か

。

○
多

種
・
多

様
な

意
見

、
異

な
る

意
見

が
尊

重
さ

れ
る

よ
う

努
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

○
議

員
同

士
で

研
鑽

し
あ

う
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

○
討

議
人

数
や

議
員

定
数

を
考

え
る

際
に

、
委

員
・
地

区
選

出
の

あ
り

方
に

つ
い

て
は

考
え

る
必

要
性

は
な

い
。

必 要 な 委 員 会 数 は ？

論 点 ①

⑥
委

員
会

へ
の

委
員

選
出

の
あ

り
方

（
参
考
：

0
3
.常

任
委
員
会
委
員

選
出
地

区
名
簿
）

②
会

派
制

と
の

兼
ね

合
い

（
参
考
：

0
4
.会

派
届
け
出
一
覧

）

⑤
実

り
あ

る
議

論
の

あ
り

方
  

 活
発

な
議

論
の

あ
り

方

③
議

会
・
議

員
に

対
す

る
批

判
の

高
ま

り
④

選
挙

の
投

票
率

（
参
考
：

0
5
.市

議
会
議
員
選
挙

状
況
）

【
委

員
会

討
議

で
の

意
見

～
現

状
認

識
～

】
現

時
点

の
各

委
員

共
通

認
識

①
委

員
会

の
あ

り
方

 　
事

務
所

管
の

あ
り

方
（
参
考
：

0
1
.委

員
会
所
管
資
料

）
（
参
考
：

0
2
.類

似
団
体
常
任
委

員
会

数
)

（
参
考
：

0
3
.常

任
委
員
会
委
員

選
出
地

区
名
簿
）

【
委

員
か

ら
出

さ
れ

た
考

え
る

べ
き

要
素

】

①
　

議
員

定
数

を
考

え
る

際
に

は
、

委
員

会
数

、
事

務
所

管
な

ど
よ

り
具

体
的

な
議

論
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。

②
  

委
員

会
数

を
考

え
る

際
に

は
、

そ
の

弊
害

（
傍

聴
機

会
の

確
保

の
課

題
）
を

考
え

る
必

要
が

あ
る

。
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第第第第４４４４----３３３３    テーマテーマテーマテーマ別検討経過別検討経過別検討経過別検討経過    

第第第第２２２２テーマテーマテーマテーマ：：：：あるべきあるべきあるべきあるべき議会活動議会活動議会活動議会活動やややや議員活動議員活動議員活動議員活動をををを進進進進めるめるめるめる上上上上でのでのでのでの重要重要重要重要なななな条件整備条件整備条件整備条件整備であであであであ

るるるる議員定数及議員定数及議員定数及議員定数及びびびび議員報酬議員報酬議員報酬議員報酬のありのありのありのあり方方方方    

～～～～長期欠席議員長期欠席議員長期欠席議員長期欠席議員にににに係係係係るるるる議員報酬議員報酬議員報酬議員報酬のありのありのありのあり方方方方のののの検討検討検討検討～～～～    

 

⑴ 調査研究調査研究調査研究調査研究のののの経過経過経過経過    

    ①①①①    調査研究調査研究調査研究調査研究のののの背景背景背景背景    

        平成 28 年 11 月 21 日に開催された 11 月臨時会において、「会津若松市議

会議員の議員報酬等の特例に関する条例」が可決された。 

  この条例は、議員が刑事事件の被疑者又は被告人として逮捕・拘留等の処

分を受けた際の「議員報酬の支給停止」を定めたものである。    

  なお当該条例の検討に当たっては、議長から議会運営委員会に諮問され、

また、その答申の中で「病気等のために長期にわたり議員活動ができない場

合についての（議員報酬の）規定は、議員活動のあり方に深く関わりがある

ことから、今後、議会制度検討委員会において調査研究されたい。」旨の意見

が付されたところである。このような経過を踏まえ、議長から「長期欠席議

員に係る議員報酬の取り扱いについて」議会制度検討委員会に検討依頼があ

ったことから、そのあり方について、先行して調査研究を開始した経過にあ

る。（参考資料Ｐ30参照） 

    

②②②②    長期欠席議員長期欠席議員長期欠席議員長期欠席議員をををを取取取取りりりり巻巻巻巻くくくく課題課題課題課題    

  ア）北九州市の事例（引用） 

北九州市の市議が、病気を理由に約２年４カ月間、議会をすべて欠席 

しているにもかかわらず、その間の議員報酬と期末手当、計約３,２５０

万円が支払われていたことが分かった。市議会からは、長期欠席した場

合に報酬を減額する条例改正を検討すべきだとの意見が出ている。 

              ⇒ 全国の市・町・村議会でも同様の事例が有。 

     

  イ）上記事例が発生する原因 

疾病その他の理由により長期間市議会の会議を欠席した議員が議員報

酬や期末手当を辞退又は返還することは、公職選挙法（第199条の２）に

規定される寄附行為に該当するため、禁止されている。（参考資料Ｐ31
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参照） 

また、辞職等をしない限り議員としての身分が保障（※参照）されてい

ること、議員報酬の減額その他支給のあり方等について規定する法令もな

いことから上記事例が発生する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ）本市の議員報酬等に関する条例について 

本市の議員報酬については、「会津若松市議会議員の議員報酬等に関する条

例」により規定されているが、長期欠席議員に係る取り扱いについては規定さ

れていない。そのため仮に、本市議会で議員の長期欠席等が発生した際には、

議員報酬は支払われ続けることになる。（参考資料Ｐ32参照） 

 

③③③③    議員報酬議員報酬議員報酬議員報酬、、、、議員議員議員議員のののの職責職責職責職責、、、、議会活動議会活動議会活動議会活動のののの範囲範囲範囲範囲についてについてについてについてのののの確認確認確認確認    

  議会制度検討委員会では、上述した背景や課題を認識し、まずは前々期、

前期議会制度検討委員会で整理した議員報酬、議員の職責、議会活動の範囲

等について、最終報告書を活用しながら委員間で確認をした。 

  その上で、長期欠席議員に係る議員報酬等の減額条例を制定する必要があ

るのか委員間討議を行ったところである。 

～以下最終報告書による確認事項～ 

ア）議員報酬 

「議員報酬」とは、非常勤の特別職に対する「報酬」と同様に、一定の   

※参考：議員の身分の保障 

   議員としての身分は、当選人の告示が行われた日から発生し、下記の事由が 

なければ、その身分は保障される（失職しない）。 

 身分の喪失事由は以下のとおり ※当然、病気等による喪失事由はない 

 ① 任期の満了 ② 議員の辞職 ③ 死亡 

 ④ 懲罰による除名（地方自治法第135条第１項第４号） 

⑤ 被選挙権の喪失（地方自治法第127条、公職選挙法11条） 

⑥ 兼職を禁止された職への就職（地方自治法第92条） 

⑦ 兼業禁止規定への抵触（地方自治法第92条の２、127条） 

⑧ 選挙の無効又は当選の無効の確定（地方自治法128条、公職選挙法） 

⑨ 住民による議員の解職請求（地方自治法第83条） 

⑩ 住民による議会の解散請求（地方自治法第78条） 

⑪ 不信任議決に基づく長による議会の解散（地方自治法第178条） 

⑫ 議会の自主解散（地方公共団体の議会の解散に関する特例法） 

⑬ 配置分合による議会の消滅 
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役務の対価として与えられる反対給付（「反対給付」とは、一定の役務の 

提供（ここでは議員の活動）に対する対価（議員報酬）の支給を意味す

る。）である。（平成22年 12月２日最終報告書抜粋） 

イ）議員の職責 

議員の職責については、会津若松市議会基本条例第３条で議員の活動

原則を規定しているが、その内容がとりもなおさず議員の職責につなが

るものであり、議員間の自由な討議を通じ、市民意見を的確に把握する

とともに、市民全体の奉仕者として活動することを目指さなければなら

ないことを確認した。（平成22年 12月２日最終報告書抜粋） 

 

【会津若松市議会基本条例第３条】 

（議員の活動原則) 

第３条 議員は、次に掲げる原則に基づき活動しなければならない。 

⑴ 議会が言論の場であること及び合議制の機関であることを認識し、議員間 

の自由な討議を重んじること。 

⑵ 市政の課題全般について市民の意見を的確に把握するとともに、自己の資 

質を高める不断の研さんによって、市民全体の奉仕者、代表者としてふさわし 

い活動をすること。 

⑶ 議会の構成員として、一部団体及び地域の代表にとどまらず、市民全体の 

福祉の向上を目指して活動すること。 

 

  ウ）議会活動の範囲  ～平成22年 12月２日最終報告書抜粋～ 

本市議会における議会活動の範囲は次のとおりである。 

    ⑴ 会津若松市議会における「議会活動」の定義・範囲のリスト（現状） 

◆◆◆◆ＡＡＡＡ領域領域領域領域    「「「「会議会議会議会議・・・・委員会委員会委員会委員会」（」（」（」（地方自治法第地方自治法第地方自治法第地方自治法第 96969696 条条条条～～～～第第第第 102102102102 条条条条のののの２２２２））））    

① 本会議 ★全議員 

② 常任委員会（４委員会）★全議員 

③ 特別委員会（決算） 

④ 議会運営委員会 

⑤ 議員の派遣（福島県市議会議長会研修会等）★全議員 

◆◆◆◆ＢＢＢＢ領域領域領域領域    「「「「協議又協議又協議又協議又はははは調整調整調整調整のののの『『『『場場場場』」』」』」』」    

（地方自治法第100条第12項に基づき議会活動に含め得る「場」） 

⑥ 議員全員協議会★全議員       

⑦ 各派代表者会議 ※議会基本条例  「会津若松市議会会議規則に規定」 

⑧ 広報広聴委員会 ※議会基本条例            平成20年 9月定例会一部改正    

⑨ 常任委員会協議会（４委員会）★全議員    

      ⑩ 政策討論会（４分科会）★全議員 ※議会基本条例 

      ⑪ 政策討論会（全体会）★全議員 ※議会基本条例 

      ⑫ 政策討論会（議会制度検討委員会） ※議会基本条例 

      ⑬ 市民との意見交換会（地区別）★全議員 ※議会基本条例 

      ⑭ 市民との意見交換会（分野別）★全議員 ※議会基本条例 

      ⑮ 議長選挙及び副議長選挙に係る所信表明会 ※議会基本条例 
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⑵ 委員間討議委員間討議委員間討議委員間討議によるによるによるによる意見意見意見意見のののの集約集約集約集約    

①①①①    条例制定条例制定条例制定条例制定のののの必要性必要性必要性必要性についてについてについてについて    

議会制度検討委員会では、これまで整理してきた議員報酬、議員の職責、

議会活動の範囲を踏まえた上で、長期欠席議員に係る議員報酬等の減額条例

を制定する必要があるのかどうか委員間討議を行った。その結果は、以下と

おりである。 

長期欠席議員に係る報酬の 

減額条例を制定すべき 

長期欠席議員に係る報酬の 

減額条例は慎重に審議すべき 

【主な意見】 

●長期欠席により議員の職責や議会活動を遂行

できなくなった際に、やはり議員報酬を 100％

満額で支給すべきではないと思う。減額率など

慎重に考え、条例は必要だという認識のもと具

体的な話を進めていくべき。 

●条例はあってしかるべき。あることで市民は納

得する。確認した議員の職務・職責を踏まえな

がら、減額条例を制定する方向で議論すべき。 

●長期間休んで報酬が満額支払われることはどう

なのかと考える。ただ、色々な長期欠席のケー

スがあると思う。減額ありきではなく具体的に

考え、必要かどうか判断するべき。他市の事例

も参考にしながら検討すべき。 

●根本的には条例は必要ないと思っているが、市

民感情に現実的にあわないのであれば、他市の

状況などを踏まえながら、具体的に検討し整理

しても良いのではないか。 

●万が一の事態を想定して条例を設けているこ

とが重要。減額となった報酬が回りまわって市

民のためになるというプラスの発想で今後議

論を進めるべき。 

【主な意見】 

●法改正で「報酬」ではなく「議員報酬」にな

った意義は重いと考える。その点で言えば、長

期欠席であったとしても、議員報酬は満額支払

われるべき。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【討議結果】 

議員報酬議員報酬議員報酬議員報酬はははは一一一一定定定定のののの役務役務役務役務のののの提供提供提供提供（（（（議員議員議員議員のののの活動活動活動活動））））にににに対対対対するするするする対価対価対価対価（（（（議員報酬議員報酬議員報酬議員報酬））））であるこであるこであるこであるこ

とととと。。。。またまたまたまた、、、、本会議本会議本会議本会議やややや政策討論会政策討論会政策討論会政策討論会、、、、市民市民市民市民とのとのとのとの意見交換会意見交換会意見交換会意見交換会などのさまざまななどのさまざまななどのさまざまななどのさまざまな議会活動議会活動議会活動議会活動をををを

通通通通じてじてじてじて、、、、議員議員議員議員のののの職責職責職責職責がががが果果果果たせたせたせたせることをることをることをることを踏踏踏踏まえればまえればまえればまえれば、、、、短期間短期間短期間短期間ではなくではなくではなくではなく長期間欠席長期間欠席長期間欠席長期間欠席したしたしたした

際際際際のののの議員議員議員議員にににに係係係係るるるる議員報酬議員報酬議員報酬議員報酬のののの取取取取りりりり扱扱扱扱いについてはいについてはいについてはいについては、、、、減額減額減額減額のののの必要性必要性必要性必要性をををを認識認識認識認識しししし、、、、他市他市他市他市のののの条条条条

例例例例をををを参考参考参考参考にににに具体的具体的具体的具体的にににに条例制定条例制定条例制定条例制定（（（（案案案案））））についてについてについてについて検討検討検討検討していくべきことをしていくべきことをしていくべきことをしていくべきことを確認確認確認確認したしたしたした。。。。 
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②②②②    他他他他市市市市のののの事例事例事例事例をををを参考参考参考参考としたとしたとしたとした具体的具体的具体的具体的なななな検討検討検討検討 

 ア）他市事例の選定 

長期欠席議員に係る議員報酬については、委員間討議により、「他市の条

例を参考にし、具体的に条例制定（案）について検討していくべき」との

合意形成が図られたところである。 

そのため、他市の条例として、施行期日（平成25年～平成28年）や条

例規定の違いなどを勘案し、４市を選定、逐条的に比較、検討しながら、

本市としての長期欠席議員にかかる議員報酬の減額条例（案）について検

討した経過にある。（参考資料Ｐ33～Ｐ36参照） 

なお、参考とした他市の条例と主な検討項目は以下のとおりである。  

  

  

【参考とした市】 

    ①神奈川県小田原市（Ｈ25.3.29施行） ②愛知県日進市（Ｈ26.5.16施行）  

③愛知県知多市（Ｈ27.3.24施行） ④岐阜県多治見市（Ｈ28.3.24施行） 

 

【検討項目】 

① 条例の趣旨 ② 長期欠席の定義・理由 

③ 欠席とみなす会議の範囲  

④ 長期欠席及び出席開始の際の届出の有無 

⑤ 減額開始となる日数と減額率 ⑥ 期末手当の取り扱い 

⑦ 適用除外の考え方 ⑧ 委任 ⑨ その他疑義の取り扱い 

 

 

 

イ）具体的検討結果まとめ 

  条例（案）を検討する前提としては、平成28年 11月 22日に施行された「会

津若松市議会議員の議員報酬等の特例に関する条例」、いわゆる逮捕・拘留等

における議員報酬の支給停止を定めた条例を改正するイメージのもと、各項

目について検討した経過にある。  

  なお、検討項目ごとの討議結果についてはＰ14からＰ17のとおりである。 
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【具体的検討結果まとめ】 

検討項目 討議結果 

（1）条例の趣旨 

議員報酬等の減額条例の制定に当たっては、市議会の活動を長期間

欠席した議員が、議員の職責を果たし、市民の信頼を得ることができ

るのかといった点を考えることが重要である。 

よって、条例条例条例条例のののの趣旨趣旨趣旨趣旨はははは、、、、議員議員議員議員のののの職責職責職責職責、、、、市民市民市民市民のののの信頼信頼信頼信頼のののの確保確保確保確保にににに鑑鑑鑑鑑みるとみるとみるとみると

いったいったいったいった精神精神精神精神をををを条例条例条例条例（（（（案案案案））））にににに盛盛盛盛りりりり込込込込むべきむべきむべきむべきである。 

（2）長期欠席の 

定義・理由 

他市の事例を見れば、長期欠席の定義として「自己都合」「本人の意

思によるか否かにかかわらず」と言った表現が規定されている。この

ような規定については、極めて曖昧であり、ストレートな表現を規定

することが市民への説明に当たり明確であると考える。 

よって、長期欠席長期欠席長期欠席長期欠席のののの定義定義定義定義・・・・理由理由理由理由はははは、、、、療養療養療養療養、、、、長期不在長期不在長期不在長期不在といったといったといったといった明確明確明確明確なななな

表現表現表現表現をををを条例条例条例条例（（（（案案案案））））にににに盛盛盛盛りりりり込込込込むべきむべきむべきむべきである。 

（3）欠席とみなす 

会議の範囲 

 

これまで議会活動の範囲としてＡ領域、Ｂ領域に記載した各種会議

を本市議会における議会活動の範囲として定義した経過にある。 

よって、欠席欠席欠席欠席とみなすとみなすとみなすとみなす会議会議会議会議のののの範囲範囲範囲範囲はははは、、、、これまでのこれまでのこれまでのこれまでの経過経過経過経過をををを踏踏踏踏まえまえまえまえＡＡＡＡ領領領領

域域域域、Ｂ、Ｂ、Ｂ、Ｂ領域領域領域領域のののの会議会議会議会議をををを対象対象対象対象としとしとしとし、、、、条例条例条例条例（（（（案案案案））））にににに盛盛盛盛りりりり込込込込むべきむべきむべきむべきである。 

（4）長期欠席及び出

席開始の際の届出

の有無 

 長期欠席の事例が生じた場合、起算日（及び終了日）の判断・決定、

また病状等の把握をするためには、欠席届及び復帰届、さらには医師

の証明書を求めることが適当であると考える。 

 また、議員本人が届け出ることが出来ない場合も想定されるため、

親族による代理届についても規定することが適当である。 

 よって、届出届出届出届出のののの有無有無有無有無はははは、、、、届届届届けけけけ出出出出ることをることをることをることを基本基本基本基本としとしとしとし条例条例条例条例（（（（案案案案））））にににに盛盛盛盛りりりり

込込込込むべきむべきむべきむべきである。 

 なお討議の中で、仮に届出日以前から議会の会議を欠席していた場

合の取り扱いについてどうすべきか協議が行われた経過にある。 

当該取り扱いについては、「「「「届出日前届出日前届出日前届出日前からからからから長期欠席長期欠席長期欠席長期欠席のののの理由理由理由理由とととと同様同様同様同様のののの理由理由理由理由

によりによりによりにより、、、、市議会市議会市議会市議会のののの会議等会議等会議等会議等にににに出席出席出席出席しなかったしなかったしなかったしなかった事実事実事実事実があったとがあったとがあったとがあったと認認認認められるめられるめられるめられる

ときはときはときはときは、、、、当該事実当該事実当該事実当該事実がががが発生発生発生発生したしたしたした日日日日」」」」のののの規定規定規定規定をををを条例条例条例条例（（（（案案案案））））にににに盛盛盛盛りりりり込込込込むべきむべきむべきむべき

であるとの考えをまとめ起算日の判断とした。 
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検討項目 討議結果 

（5）減額開始となる

日数と減額率 

 

 減額開始となる日数及び減額率については、他市の事例を見ても、

考え方に統一性はない。そのため以下の討議を踏まえ、考えをまとめ

たところである。 

●減額開始日数 

  一部市民委員からは、長期欠席の期間が180日を超えた際に減 

  額しても良いのではとの意見があったが、おおむねおおむねおおむねおおむね各委員各委員各委員各委員からはからはからはからは

90909090 日日日日とのとのとのとの意見意見意見意見がががが示示示示されたされたされたされたところである。 

【理由】 

 ①議員が迎える１つの定例会の期間としては、準備期間から最

終本会議、議決結果の報告までといった期間を勘案すれば、お

およそ３ヶ月、90日間と考えられる。 

 よって、90日間以上欠席せざるを得ない場合は、議員の職責、

市民への信頼の確保に鑑み、それ以降の議員報酬についての減

額は妥当ではないか。 

 ②180 日間とした場合、おおよそ６ヶ月間の周期で支給される

期末手当に影響が出ないケースも想定される。 

 

●減額率 

  多治見市の事例においては、長期欠席期間が365日を超えた際 

は 100分の 100減額する規定となっている。 

  100100100100 分分分分のののの 100100100100 のののの規定規定規定規定についてはについてはについてはについては、、、、長期欠席長期欠席長期欠席長期欠席といえどもといえどもといえどもといえども議員議員議員議員のののの身身身身    

分分分分があることをがあることをがあることをがあることを踏踏踏踏まえまえまえまえ、、、、規定規定規定規定すべきではないとのすべきではないとのすべきではないとのすべきではないとの意見意見意見意見がががが示示示示されたされたされたされた

ところである。なお、減額率については、他市の事例、市職員の

休職の際の例を勘案し、考えをまとめたところである。 

★以下、減額開始日数及び減額率 

長期欠席の期間 減額割合 

90 日を超え 180 日以下であるとき 100 分の 20 

180 日を超え 365 日以下であるとき 100 分の 30 

365 日を超えるとき 100 分の 50 
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検討項目 討議結果 

 

（参考：市職員の場合） 

90日（事由により180日）を超え休職１年未満 100分の20減額 

休職１年以上 給与不支給（※） 

※休職１年以上を超えた際は、共済掛け金を支払っている共済組合

から傷病手当金が支給される。 

● 傷病手当金の算定式 

（標準報酬日額×2/3×月支給日数）の計算により最大１年６ヶ月支給

される。 

（6）期末手当の取り

扱い 

期末手当の取り扱いについては、他市の事例、先の特例条例（逮捕・

拘留）により規定した基準日以前６月といった考え方との整合性を勘

案し、基準日前基準日前基準日前基準日前６６６６月以内月以内月以内月以内のののの期間期間期間期間にににに減額減額減額減額されるされるされるされる月月月月があるがあるがあるがある（（（（あったあったあったあった））））場合場合場合場合、、、、

長期欠席期間長期欠席期間長期欠席期間長期欠席期間にににに応応応応じてじてじてじて、、、、議員報酬議員報酬議員報酬議員報酬とととと同様同様同様同様のののの減額率減額率減額率減額率をををを乗乗乗乗じてじてじてじて得得得得たたたた額額額額をををを減減減減

額額額額してしてしてして支給支給支給支給するするするするとの考えをまとめたところである。 

 なお、基準日前６月以内の期間に減額割合が異なる場合も想定され

る。（以下、参考ケース） 

 この場合の取り扱いについては、原則論に戻り長期間の欠席により

議員の職責を果たしていない事実や、議員としてより厳しい基準で条

例を設け、市民に説明すべきとの意見を踏まえ、減額割合減額割合減額割合減額割合がががが異異異異なるなるなるなる場場場場

合合合合のののの期末手当期末手当期末手当期末手当のののの額額額額はははは、、、、減額割合減額割合減額割合減額割合がががが高高高高いいいい方方方方をををを適用適用適用適用してしてしてして計算計算計算計算するするするするとの考え

をまとめたところである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●参考ケース 

※補足説明（12月期末手当を例として） 

  基準日前６月の間に減額割合が異なる場合               

支給日 

  

   6月              8/1             12月                  

 知多市は期末手当が   多治見市は期末手当が 
高くなるよう減額割合  低くなるよう減額割合 
が低いほうを適用    が高いほうを適用 

 

20％減額期間 30％減額期間 
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検討項目 討議結果 

（7）適用除外の 

考え方 

 適用除外については、他市の事例を参考とし、長期欠席期間に含ま

れないものとして、以下の項目を条例（案）に盛り込むべきであると

の考えをまとめた。 

 ⑴⑴⑴⑴    公務上公務上公務上公務上のののの災害災害災害災害    

⑵⑵⑵⑵    出産出産出産出産    

⑶⑶⑶⑶    そのそのそのその他議長他議長他議長他議長がががが前前前前２２２２号号号号にににに準準準準ずるとずるとずるとずると認認認認めるめるめるめる場合場合場合場合 

（8）委任 

先に制定した「会津若松市議会議員の議員報酬等の特例に関する条

例（逮捕・拘留）」について、全国市長会顧問弁護士である石津弁護士

に相談した経過がある。その際「新たに制定する条例に基づき、報酬

の支給を停止するのは市長である。その条例の疑義等について、議長

が決定するとの規定は適当でない。」との見解をいただいた。 

よって、当該減額条例についても、委任及委任及委任及委任及びそのびそのびそのびその他疑義他疑義他疑義他疑義についてについてについてについて、、、、

条例条例条例条例（（（（案案案案））））へへへへ盛盛盛盛りりりり込込込込むべきではないむべきではないむべきではないむべきではないとしたところである。 

（9）その他疑義 

 

 

③③③③    長期欠席長期欠席長期欠席長期欠席にににに係係係係るるるる議員報酬議員報酬議員報酬議員報酬のののの減額条例減額条例減額条例減額条例についてのまとめについてのまとめについてのまとめについてのまとめ    

議会制度検討委員会では、以上の具体的検討を踏まえ、会津若松市議会議

員の議員報酬等の特例に関する条例（改正案）（参考資料Ｐ37～Ｐ40 参照）

をとりまとめ、議長への報告を行った。 

なお、その後各派代表者会議において協議がなされ、一部文言等の修正を

行い、条例改正の合意が図られたところである。（平成29年９月市議会定例

会に提案予定。） 
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第第第第５５５５    次期委員会次期委員会次期委員会次期委員会へのへのへのへの申申申申しししし送送送送りりりり事項事項事項事項    

    今後の方向性を踏まえ、以下のとおりまとめたところである。 

 

⑴    議員定数議員定数議員定数議員定数のありのありのありのあり方方方方のののの検討検討検討検討    

   議会制度検討委員会では、議員定数を議論する上で、委員会中心主義を

採用している本市議会にとって、① 執行機関の取り組みを監視するために

必要な委員会数はどうあるべきか ② 委員会の中で充実した討議をするた

めに必要な人数はどうあるべきか の２点が特に重要な論点になるものと

認識し、委員会における事務所管の状況や昨今の選挙の投票率、議会・議

員に対する市民の認識、実りある活発な議論のあり方といった要素を踏ま

えながら議員定数に係る政策研究に取り組んできた。  

   こうした取り組みを進め、議員定数の増減を考える際は、これまでの委

員会の討議人数について最低でも７人から８人が良好であることを踏まえ

れば、今後は具体的な委員会の見直し（３委員会制か現状維持か）を検討

する必要があるとの考えをまとめ、議長に報告したところである。 

   現在、その委員会のあり方については、議長から議会運営委員会へ諮問

され検討がなされているところであるが、次期市議会議員選挙まで残り２

年となる中で、議員定数については委員会のあり方を含め、別な論点・視

点からも検討し、早急に委員会としての具体的な結論を出す必要がある。 

 

⑵⑵⑵⑵    議会議会議会議会へのへのへのへの市民参加市民参加市民参加市民参加のありのありのありのあり方方方方のののの検討検討検討検討    

    議会制度検討委員会では、議会活動の周知と市民参加を促進するため「見

て 知って 参加するための手引書」を発行し、市内全世帯に配布した経過に

ある。また、議会としては、これまでも市民との意見交換会や分野別意見交

換会を開催し、議会への市民参加に向けた取り組みも行っている。 

今後も議会への市民参加を促進していくためには、市民が求める情報、共

有すべき情報を模索するとともに、手引書の活用手法や市民参加のあり方に

ついて絶えず検討していく必要がある。 

    

⑶⑶⑶⑶    地域地域地域地域におけるにおけるにおけるにおける議会議会議会議会・・・・議員議員議員議員のののの役割役割役割役割のののの検討検討検討検討    

本市においては、少子高齢化、人口減少などに加え、核家族化や単身世帯

の増加に伴い、地域コミュニティの希薄化が進んでいる。 
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また各地域では、町内会をはじめとする地域自治組織はあるものの、組織

の運営を担うリーダーやなり手が不足し、地域の疲弊に拍車をかけている。 

このような状況の中で、地域コミュニティの維持や活性化に向け、議会・

議員としてどのような役割があり、どのようなことができるのか、今後検討

していく必要がある。 

 

 ⑷⑷⑷⑷    市民委員市民委員市民委員市民委員のののの役割役割役割役割やそのありやそのありやそのありやそのあり方方方方    

  議会制度検討委員会における市民委員については、会津若松市政策討論会

に関する規程に基づき、市民の率直なご意見、考え方を拝聴することを位置

づけているが、今期市民委員からは、２年間の任期では委員会の雰囲気や環

境に慣れることができず、積極的な発言をするまでには至らなかったとのご

意見があった。このようなご意見を踏まえれば、議会制度検討委員会として

自由闊達な意見を引き出す配慮や会議運営に欠けていたことを反省するとと

もに、改めて市民委員の役割やあり方、議会の中でも本委員会にのみ市民委

員を位置づけた意義を再確認する必要がある。 

 

 ⑸⑸⑸⑸    議会議会議会議会（（（（議員議員議員議員））））のののの評価評価評価評価のありのありのありのあり方方方方のののの検討検討検討検討    

        議会・議員の評価は、議会（議員）活動の議論において、焦点化されやす

い議員定数や議員報酬を検討する上でも、有効なツールになり得るものであ

り、適切な評価を可能とするあり方について、今後検討していく必要がある。
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第第第第６６６６    これまでのこれまでのこれまでのこれまでの調査研究調査研究調査研究調査研究にににに係係係係るるるる経過一覧経過一覧経過一覧経過一覧    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 月 日 内 容 

平
成 

27 

年 

９月９日 

11月９日 

11月 24日 

12月 21日 

□自主研究（正副委員長の互選） 

□自主研究（前期議会からの申し送り事項の確認） 

□自主研究（今後の調査研究の進め方） 

□自主研究（今後の調査研究の進め方、市民公募委員の選定方法） 

平 

成 
28 
年 

１月13日 

２月３日 

２月24日 

３月16日 

３月24日 

 

４月13日 

４月25日 

５月17日 

 

５月27日 

 

６月27日 

 

７月８日 

 

８月５日 

９月１日 

 

９月 27日 

10月 19日 

10月 21日 

11月 11日 

□自主研究（今後の調査研究の進め方、市民公募委員の選定方法） 

□自主研究（議会活動の見える化、市民公募委員の選定） 

□自主研究（議会活動の見える化、市民公募委員の選定 ） 

□自主研究（議会活動の見える化、政策研究セミナー） 

□公募委員との初顔合わせ、政策研究セミナー（山梨学院大学法学

部・江藤俊昭教授＝「市民の負託に応え得る議会活動のあり方」 

□自主研究（政策研究セミナー受講後の総括、議会活動の見える化） 

□自主研究（議会活動の見える化） 

□自主研究（「見て 知って 参加するための手引書～会津若松市

議会白書 平成28年版」の内容） 

□自主研究（「見て 知って 参加するための手引書～会津若松市

議会白書 平成28年版」の内容） 

□自主研究（「見て 知って 参加するための手引書～会津若松市

議会白書 平成28年版」の内容、手引書の活用手法） 

□自主研究（「見て 知って 参加するための手引書～会津若松市

議会白書 平成28年版」の内容、手引書の活用手法） 

□自主研究（手引書の活用手法、今後の調査研究の進め方） 

□「見て 知って 参加するための手引書～会津若松市議会白書 

平成28年版」市民全世帯へ配布 

□自主研究（議員定数のあり方） 

□自主研究（政策研究に係る中間報告、議員定数のあり方） 

□政策討論会全体会・中間報告 

□自主研究（議員定数のあり方） 
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年 月 日 内 容 

 

11月 29日 

12月 16日 

12月 26日 

□自主研究（議員定数のあり方） 

□政策討論会全体会（議員定数に係る議論の経過報告） 

□自主研究（長期欠席議員にかかる議員報酬のあり方） 

平 

成 

29 

年 

１月18日 

２月６日 

３月27日 

４月17日 

 

４月26日 

５月 30日 

７月３日 

 

８月９日 

□自主研究（長期欠席議員にかかる議員報酬のあり方） 

□自主研究（長期欠席議員にかかる議員報酬のあり方） 

□自主研究（長期欠席議員にかかる議員報酬のあり方） 

□自主研究（長期欠席議員にかかる議員報酬のあり方、政策研究に

係る中間報告） 

□政策討論会全体会・中間報告 

□自主研究（中間総括に向けた内容整理） 

□自主研究（中間総括に向けた内容整理、次期議会への申し送り事

項の確認） 

□政策討論会全体会・中間総括 
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